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ʲ授業のৼΓฦΓʳ
֤ճͷतۀͷৼΓฦΓʹ͓͍ͯɺᶃࣗײྗޮݾɺᶄࣗଚײͷଌఆɺᶅ࣮ࣗॆݾతୡಈػͷଌఆΛͨͬߦɻ
ʹʢ̍ʣײྗޮݾࣗ ͍ͭͯɺतޙۀʹมΘΒͳ͔ͬͨ 1໊Λআ͘ 1� ্໊͕ঢͨ͠ɻԼͨ͠ऀ͍ͳ͔ͬͨɻ
ࣗଚײʢ̎ʣʹ͍ͭͯɺ10 ্໊͕ঢ͠ɺมΘΒͳ͔ͬͨੜె͕ 9໊Ͱ͋ͬͨɻԼͨ͠ऀ͍ͳ͔ͬͨɻ
�ʢ̏ʣʹ͍ͭͯɺ1ػతୡಈ࣮ॆݾࣗ ্໊͕ঢ͠ɺมΘΒͳ͔ͬͨੜె͕ 2໊Ͱ͋ͬͨɻԼͨ͠ऀ͍
ͳ͔ͬͨ

ၥ1䠊 䛂や䜜䜀できる䛃とい䛖Ẽ持ち䛿
䠄㧗くな䛳た・䛛䜟らない・పくな䛳た䠅

䠘⮬ᕫຠຊឤ䠚

ၥ2䠊⮬ศのことをな䛛な䛛やるなあとឤ䛨るẼ持ち䛿
䠄㧗くな䛳た・䛛䜟らない・పくな䛳た䠅

　䠘⮬ᑛឤ䠚

ၥ3䠊䜐䛪䛛しいことで䜒、⮬ศなり䛻ດຊして
　　　　　    や䛳てみ䜘䛖とい䛖Ẽ持ち䛿

䠄㧗くな䛳た・䛛䜟らない・పくな䛳た䠅
䠘⮬ᕫᐇⓗ㐩ᡂ動ᶵ䠚

53%
10ே

47%
9ே

0%
0ே

第1回目 ၥ1

㧗くな䛳た

䛛䜟らない

పくな䛳た

11%
2ே

89%
17ே

0%
0ே

第1回目 ၥ2

㧗くな䛳た

䛛䜟らない

పくな䛳た 74%
14ே

26%
5ே

0%
0ே

第1回目 ၥ3

㧗くな䛳た

䛛䜟らない

పくな䛳た

ၥ1䠊䛆前回の授業とくらべて䛇
䛂や䜜䜀できる䛃とい䛖Ẽ持ち䛿

䠄㧗くな䛳た・䛛䜟らない・పくな䛳た䠅
䠘⮬ᕫຠຊឤ䠚

ၥ2䠊䛆前回の授業とくらべて䛇
⮬ศのことをな䛛な䛛やるなあとឤ䛨るẼ持ち䛿

䠄㧗くな䛳た・䛛䜟らない・పくな䛳た䠅
　䠘⮬ᑛឤ䠚

　　　　　　　ၥ3䠊䛆前回授業とくらべて䛇
　　　　　　　䜐䛪䛛しいことで䜒、⮬ศなり䛻ດຊして
　　　　　　　や䛳てみ䜘䛖とい䛖Ẽ持ち䛿

䠄㧗くな䛳た・䛛䜟らない・పくな䛳た䠅
䠘⮬ᕫᐇⓗ㐩ᡂ動ᶵ䠚

68%
13ே

32%
6ே

0%
0ே

第5回目 ၥ1

㧗くな䛳た

䛛䜟らない

పくな䛳た

32%
6ே

63%
12ே

5%
1ே

第5回目 ၥ2

㧗くな䛳た

䛛䜟らない

పくな䛳た 74%
14ே

26%
5ே

0%
0ே

第5回目 ၥ3

㧗くな䛳た

䛛䜟らない

పくな䛳た

ʲ道授業に͓͚るʮΊ͋ͯʯのୡʳ
֤ճͷतۀͰ「Ί͋ͯ」Λఏࣔ͠ɺͦͷΊ͋ͯΛͲΕ͚ͩୡͰ͖͔ͨΛੳ͢Δͱɺ֓Ͷ �0ˋʙ �0ˋͷؒʹ͋
Γɺ֤ճͷΊ͋ͯͷઃఆͱतۀ༰దਖ਼Ͱ͋ͬͨͱ͑ߟΒΕΔɻ

③発声、打突、残心までが、一連の動きとしてできる。

第5回目　授業のめあて

①みんなの前で演武ができる。

②相手を思いやりながら、打つこと・打たせることができる

第1回目　授業のめあて

①礼儀作法を正しく理解する。

②竹刀の持ち方、構え方をきちんと理解する。

第2回目　授業のめあて

①竹刀の振り方・構え方が正しくできる。

②発声をしながら相手の竹刀を打つことができる。

第3回目　授業のめあて

①剣道具をつけて、相手を打つことができる。

②剣道具をつけて、相手を打たせることができる。

第4回目　授業のめあて

①剣道具をつけて、すべての部位を正しく打つことができる。

②剣道具をつけて、すべての部位を正しく打たせることができる。

武
道
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業
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高
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け
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人
材
を
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道
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の
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武道授業 実践の概要紹介 高崎市
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武道授業 実践の概要紹介 高崎市

◯
１
時
間
ご
と
の
指
導
計
画
例
を
作
成

し
、
全
市
内
で
安
心
・
安
全
な
柔
道
授

業
を
行
う
。

◯
担
当
教
諭
が
授
業
を
進
め（
Ｔ
１
）、

柔
道
授
業
指
導
協
力
者
が
示
範
を
す
る

形
態
（
Ｔ
２
）
が
多
く
な
る
が
、
打
ち

合
わ
せ
を
密
に
し
な
が
ら
場
面
に
応
じ

た
役
割
分
担
や
学
習
内
容
に
適
し
た
声

か
け
を
行
い
、
よ
り
安
心
・
安
全
な
授

業
を
行
う
。

◯
柔
道
授
業
の
単
元
導
入
時
や
毎
時
の

振
り
返
り
時
に
相
手
を
尊
重
す
る
心
の

大
切
さ
に
つ
い
て
触
れ
、
礼
法
と
合
わ

せ
て
行
う
こ
と
に
よ
り
意
識
づ
け
を
図

る
。

３

安
心
・
安
全
な
柔
道
授
業
を
目
指
し
た

授
業
内
容
・
授
業
計
画

図
る
と
と
も
に
、
安
心
・
安
全
な
柔
道

授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
平
成
2�

年
度
か
ら
は
、「
高
崎
市
中
学
校
柔
道

授
業
指
導
協
力
者
事
業
」
と
し
て
柔
道

授
業
指
導
協
力
者
の
派
遣
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
る
。

　

高
崎
市
の
中
学
校
の
柔
道
授
業
は
１

学
年
男
女
全
員
を
対
象
に
行
っ
て
い

る
。
全
10
時
間
を
（
つ
か
む
、
追
究
す

る
１
、
追
究
す
る
２
、
ま
と
め
）
に
分

け
て
構
成
し
て
い
る
。

　

つ
か
む
段
階
で
は
、
授
業
の
進
め
方

や
学
習
カ
ー
ド
の
使
い
方
を
確
認
し
、

学
習
に
見
通
し
を
も
つ
と
と
も
に
、
柔

道
授
業
指
導
協
力
者
の
示
範
や
映
像
資

料
等
を
通
し
て
柔
道
の
歴
史
や
伝
統
文

化
と
し
て
の
考
え
方
を
知
る
。

　

追
究
す
る
１
の
段
階
で
は
、
柔
道
特

有
の
基
本
動
作
や
固
め
技
の
習
得
を
行

う
。
基
本
動
作
や
固
め
技
の
習
得
場
面

に
お
い
て
、
柔
道
授
業
指
導
協
力
者
の

示
範
に
よ
り
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
く

本
物
の
動
き
が
生
徒
に
伝
わ
る
よ
う
配

慮
し
て
い
る
。

　

追
究
す
る
２
の
段
階
で
は
、
習
得
し

た
動
作
や
固
め
技
を
用
い
て
攻
防
を
展

開
す
る
と
と
も
に
、
勝
敗
を
競
い
合
い

互
い
に
高
め
合
う
楽
し
さ
や
喜
び
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
学
習
内
容
を

４

安
心
・
安
全
な
柔
道
の
授
業
実
践
の

た
め
の
配
慮
事
項

工
夫
し
て
い
る
。
柔
道
授
業
指
導
協
力

者
に
つ
い
て
は
、
安
全
の
確
保
・
技
能

の
向
上
・
自
己
の
課
題
解
決
に
向
け
た

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
協

力
を
依
頼
し
て
い
る
。

　

ま
と
め
る
段
階
で
は
、
学
習
の
ま
と

め
と
し
て
受
け
身
や
固
め
技
の
発
表
会

や
こ
れ
ま
で
に
身
に
付
け
た
動
作
や
固

め
技
を
用
い
て
試
合
を
楽
し
む
な
ど
、

本
単
元
で
身
に
付
け
た
学
習
成
果
の
確

認
を
行
っ
て
い
る
（
次
頁
単
元
構
想
参

照
）。

柔道授業指導協力者が技の示範をする

担当教諭と柔道授業指導協力者がティームティーチングで指導を行う

１

は
じ
め
に

　

高
崎
市
で
は
、
平
成
2�
年
度
か
ら
全

面
実
施
さ
れ
た
中
学
校
の
保
健
体
育
科

授
業
に
お
け
る
武
道
の
必
修
化
に
よ

り
、
全
て
の
中
学
校
で
柔
道
を
選
択
し

授
業
を
行
っ
て
き
た
。

　

生
徒
が
安
心
・
安
全
に
柔
道
授
業
へ

２

安
心
・
安
全
な
柔
道
授
業
を
目
指
し
た

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
指
導
の
導
入

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
本
市

で
は
、「
高
崎
市
中
学
校
柔
道
授
業
指

導
協
力
者
事
業
」
を
推
進
し
て
全
中
学

校
で
行
わ
れ
る
柔
道
授
業
の
全
て
の
時

間
に
地
域
の
柔
道
指
導
経
験
者
（
柔
道

授
業
指
導
協
力
者
）
を
派
遣
し
、
担
当

教
諭
と
の
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
指

導
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
全
中

学
校
で
指
導
内
容
や
指
導
計
画
を
統
一

す
る
こ
と
に
よ
り
、
複
数
校
へ
派
遣
し

て
い
る
柔
道
授
業
指
導
協
力
者
が
、
そ

の
役
割
に
応
じ
た
指
導
を
的
確
に
行
う

こ
と
が
で
き
、
限
ら
れ
た
時
数
の
中
で

充
実
し
た
学
習
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
内
で
柔
道
授
業
を
行
う
全

て
の
教
員
に
対
し
て
、
高
崎
市
の
柔
道

授
業
の
指
導
体
制
や
指
導
内
容
・
指
導

計
画
の
理
解
、
安
全
に
配
慮
し
た
指
導

の
在
り
方
の
理
解
や
指
導
力
の
向
上
を

目
的
と
し
た
研
修
会
を
毎
年
開
催
し
、

安
心
・
安
全
に
柔
道
授
業
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

平
成
2�
年
度
、
柔
道
授
業
を
実
施
す

る
に
当
た
り
、『
生
徒
が
安
心
・
安
全

に
取
り
組
む
た
め
の
指
導
体
制
や
指
導

内
容
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
各
学
校
の

基
と
な
る
指
導
計
画
を
作
成
す
る
』
こ

と
を
目
的
と
し
て
「
中
学
校
保
健
体
育

科
武
道
（
柔
道
）
指
導
計
画
作
成
委
員

会
」
を
設
置
し
検
討
を
重
ね
た
。

　

委
員
会
で
は
、
①
指
導
学
年
と
指
導

時
数
、
②
指
導
体
制
、
③
指
導
内
容
、

④
指
導
計
画
の
４
項
目
に
つ
い
て
、
協

議
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
指
導
学
年

は
１
学
年
、
指
導
時
数
は
10
時
間
、
指

導
体
制
は
地
域
の
柔
道
経
験
者
（
柔
道

授
業
指
導
協
力
者
）
と
担
当
教
諭
と
の

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
指
導
で
実
施

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
（
授
業
内
容
、

授
業
計
画
に
つ
い
て
は
次
項
で
紹
介
）。

　

平
成
2�
年
度
か
ら
平
成
2�
年
度
ま
で

は
「
高
崎
市
柔
道
授
業
外
部
指
導
協
力

者
事
業
」と「
武
道
等
指
導
推
進
事
業
」

（
文
部
科
学
省
委
託
事
業
）
を
活
用
し

て
、
市
内
2�
校
全
て
の
中
学
校
へ
柔
道

授
業
指
導
協
力
者
を
毎
時
間
派
遣
し
、

担
当
教
諭
と
の
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
指
導
に
よ
っ
て
柔
道
授
業
の
充
実
を

柔道授業指導協力者（左）と担当教諭による授業の様子

教員に対する柔道研修会の様子
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武道授業 実践の概要紹介 高崎市
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保
健
体
育
科
１
年

単
元
名
：
柔
道
（
１
０
時
間
）

運
動
へ
の
意
欲
・
関
心
・
態
度

運
動
に
つ
い
て
の
思
考
・
判
断

運
動
の
技
能

運
動
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

○
練
習
相
手
を
大
切
に
し
、
自
他
の
健
康
や
安
全
に
留
意
し
○
柔
道
の
基
本
動
作
の
重
要
性
を
考
え
心
を
込
め
た
礼
法
が
で
○
柔
道
の
基
本
動
作
を
美
し
く
正
確
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
○
柔
道
の
基
本
用
語
を
理
解
す
る
と
と
も
に
思
い
や
り
の

単
元
の
目
標

な
が
ら
練
習
、
支
援
が
で
き
る
。

き
る
。

○
自
分
の
能
力
に
応
じ
た
抑
え
技
を
選
び
、
ポ
イ
ン
ト
を
お
心
な
ど
礼
法
や
基
本
動
作
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る
。

○
自
己
の
能
力
に
応
じ
た
め
あ
て
を
も
ち
、
友
達
と
協
力
し
○
自
分
の
能
力
や
技
能
に
応
じ
た
技
を
選
び
、
自
主
的
、
自
発
さ
え
て
正
確
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○
柔
道
の
学
習
の
進
め
方
や
技
の
技
術
構
造
、
練
習
の
仕

て
練
習
し
た
り
、
抑
え
技
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
、
柔
道
の
楽
的
に
問
題
解
決
が
で
き
る
よ
う
場
づ
く
り
や
練
習
の
仕
方
を
工

方
を
理
解
し
て
い
る
。

し
さ
や
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

夫
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
練
習
相
手
と
協
力
し
て
運
動
で
き
る
と
と
も
に
、
自
己
の
○
自
分
の
技
の
実
態
を
知
り
、
課
題
解
決
の
た
め
に
工
夫
し
て
○
基
本
動
作
（
礼
法
、
姿
勢
、
立
ち
方
や
座
り
方
な
ど
）
を
○
相
手
を
思
い
や
る
心
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

単
元
の
評
価
規
準
課
題
を
設
定
し
、
意
欲
的
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。

練
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

円
滑
に
で
き
る
。

○
柔
道
の
学
び
方
や
楽
し
み
方
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、

○
基
本
的
な
技
能
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
固
め
技
が
円

そ
の
技
の
構
造
的
な
知
識
を
理
解
し
て
い
る
。

滑
に
で
き
る
。

○
自
己
の
能
力
に
応
じ
た
め
あ
て
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。

○
自
己
の
能
力
に
適
し
た
技
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

○
基
本
的
な
技
能
が
で
き
る
。

○
学
習
の
進
め
方
、
学
び
方
を
理
解
し
て
い
る
。

評
価
項
目

○
自
分
の
め
あ
て
に
対
し
て
、
意
欲
を
も
っ
て
学
習
し
て
い
う
、
練
習
の
仕
方
を
工
夫
し
て
い
る
。

○
美
し
く
正
確
に
受
け
身
や
抑
え
技
が
で
き
る
。

○
自
分
の
力
を
知
り
、
自
分
の
能
力
に
応
じ
た
め
あ
て
を

る
。

○
課
題
解
決
の
た
め
に
練
習
場
の
設
定
に
工
夫
が
見
ら
れ
る
。

も
つ
こ
と
が
で
き
る
。

○
技
の
習
得
に
向
け
て
友
達
と
学
び
合
お
う
と
し
て
い
る
。

○
合
理
的
な
抑
え
方
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
柔
道
の
技
の
技
術
構
造
、
名
称
を
理
解
し
て
い
る
。

（
全
１
０
時
間
予
定
）

評
価
の
観
点

評
価
項
目
【
評
価
方
法
】

「
努
力
を
要
す
る
」
生
徒
へ
の
具
体
的
支
援

時
ね
ら
い
●

主
な
学
習
活
動
（
・
）

支
援
・
指
導
上
の
留
意
点

関
思
技
知
「
お
お
む
ね
満
足
で
き
る
」
状
況

１
●
学
習
の
ね
ら
い
を
理
解
し
、
学
習
の
進
め
方
を
見
通
す
。
・
学
習
の
内
容
や
進
め
方
（
自
己
課
題
の
持
ち
方
）
を
知
ら
せ
、

○
知
識
・
理
解

つ
か
む

２
・
学
習
の
進
め
方
の
確
認

見
通
し
を
持
っ
て
学
習
計
画
が
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

○
学
習
の
進
め
方
を
理
解
し
、
柔
道
の
歴
史
や
特
性
に
○
柔
道
が
安
全
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
段
階
的
に
練
習
し

●
柔
道
に
つ
い
て
知
る
。

・
柔
道
に
対
す
る
興
味
・
関
心
・
意
欲
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
柔

つ
い
て
意
欲
的
に
学
習
し
て
い
る
。

て
い
く
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
柔
道
の
歴
史
と
伝
統
文
化
と
し
て
の
柔
道

道
の
楽
し
さ
を
説
明
す
る
。

○
学
び
合
い
の
中
で
相
互
に
助
け
合
っ
て
柔
道
衣
（
特

・
国
際
社
会
の
中
の
柔
道

・
日
本
の
文
化
と
し
て
の
柔
道
に
つ
い
て
知
る
こ
と
に
よ
り
思

に
帯
び
の
締
め
方
）
を
着
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

●
柔
道
衣
を
正
し
く
着
る
。

い
や
り
の
心
や
礼
節
を
重
ん
じ
る
大
切
さ
を
伝
え
る
。

○
技
能

○
相
手
を
尊
重
す
る
心
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
伝
え
礼

・
柔
道
衣
の
着
方
、
た
た
み
方

・
日
本
発
祥
の
柔
道
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
と
し
て
世
界
に
広

○
一
人
で
柔
道
衣
を
ス
ム
ー
ズ
に
着
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
に
つ
い
て
は
繰
り
返
し
行
う
こ
と
に
よ
り
身
に
付
け

●
基
本
動
作
を
身
に
付
け
る
。

ま
っ
て
い
る
現
状
を
伝
え
る
。

○
後
ろ
受
け
身
が
頭
を
着
か
ず
に
リ
ズ
ム
よ
く
で
き
る
。
さ
せ
る
。

・
礼
法

・
一
人
で
柔
道
衣
を
着
る
こ
と
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
関
心
・
意
欲
・
態
度

○
腕
の
力
で
身
体
を
止
め
る
の
で
は
な
く
、
背
中
を
畳

・
姿
勢
（
自
然
体
・
自
護
体
）
、
立
ち
方
、
座
り
方

・
礼
法
に
つ
い
て
は
相
手
を
尊
重
す
る
態
度
を
表
す
も
の
と
し

○
相
手
を
尊
重
し
な
が
ら
授
業
に
取
り
組
み
、
礼
法
を
に
着
く
時
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
畳
を
た
た
く
こ
と
を
意

・
後
ろ
受
け
身
、
横
受
け
身

て
、
自
然
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
伝
え
る
。

自
然
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

識
さ
せ
る
。

・
頭
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
る
と
と
も
に
普
段
意
識
し

て
い
な
い
首
の
力
と
頭
の
重
さ
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
。

３
●
柔
道
特
有
の
基
本
動
作
を
身
に
付
け
る
。

・
受
け
身
に
つ
い
て
は
、
安
全
を
一
番
に
考
え
た
柔
道
特
有
の

○
知
識
・
理
解

○
低
い
状
態
か
ら
高
い
状
態
へ
、
遅
い
動
き
か
ら
速
い

追
究
す
る

４
技
能
で
あ
り
、
日
常
生
活
に
も
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

○
基
本
動
作
や
抑
え
技
の
練
習
の
仕
方
に
つ
い
て
理
解
動
き
へ
段
階
的
に
取
り
組
ま
せ
る
。

１
５

伝
え
る
。

し
て
い
る
。

○
個
別
指
導
を
取
り
入
れ
、
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
さ
せ

・
受
け
身
に
つ
い
て
は
、
低
い
状
態
か
ら
高
い
状
態
へ
と
段
階

○
る
。

的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。

技
能

○
前
回
り
受
け
身
に
こ
だ
わ
ら
ず
横
回
り
か
ら
の
横
受

・
姿
勢
（
片
膝
つ
き
、
仰
向
け
、
四
つ
ん
這
い
）

・
補
強
運
動
（
ブ
リ
ッ
ジ
、
脚
の
さ
ば
き
、
腋
し
め
等
）

・
受
け
身
（
後
・
横
・
前
）

・
八
方
転
び
（
八
方
受
け
身
）

・
前
回
り
受
け
身
（
横
転
受
け
身
）

・
抑
え
技
に
つ
い
て
は
、
相
手
を
合
理
的
に
制
す
る
こ
と
を
考

○
安
全
な
受
け
身
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

け
身
を
さ
せ
る
。

●
抑
え
技
を
習
得
す
る
。
（
抑
え
方
、
返
し
方
）

え
さ
せ
な
が
ら
同
時
に
人
間
の
身
体
の
し
く
み
に
つ
い
て
知
る

○

・
袈
裟
固
め

こ
と
に
役
立
た
せ
る
。

思
考
・
判
断

・
横
四
方
固
め

・
練
習
場
の
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
常
に
配
慮
し
、
安
全
に
学

○
抑
え
技
の
習
得
の
た
め
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
て
相
手

・
上
四
方
固
め

習
で
き
る
よ
う
に
生
徒
自
身
に
も
場
の
設
定
を
意
識
さ
せ
る
。

を
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
●
受
け
身
（
前
・
横
・
後
・
前
回
り
）
を
習
得
す
る

・
段
階
的
な
受
け
身
を
ト
リ
オ
学
習
に
よ
り
安
全
に
行
う
。

○
技
能

○
柔
道
を
苦
手
と
す
る
生
徒
に
対
し
て
、
積
極
的
に
練

追
究
す
る

７
●
発
展
的
な
受
け
身
の
練
習

・
抑
え
技
を
試
す
こ
と
で
自
分
の
力
を
知
り
、
自
分
の
能
力
に

○
得
意
技
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

習
に
取
り
組
め
る
よ
う
励
ま
し
声
か
け
を
心
が
け
る
。

２
８

●
抑
え
技
の
中
か
ら
自
分
に
合
っ
た
技
を
選
び
、
得
意
技
応
じ
た
め
あ
て
を
も
た
せ
る
よ
う
に
す
る
。

○
○
段
階
的
な
投
げ
技
か
ら
の
受
け
身
を
安
全
に
と
る
こ
○
活
動
の
様
子
を
観
察
し
な
が
ら
取
り
組
み
が
消
極
的

に
す
る
た
め
の
技
能
向
上
を
図
る
。

・
抑
え
技
へ
の
パ
タ
ー
ン
を
確
認
し
、
得
意
技
へ
の
入
り
方
を

と
が
で
き
る
。

な
生
徒
に
対
し
て
段
階
的
な
練
習
方
法
を
提
示
す
る
な

●
抑
え
技
へ
の
攻
め
方
、
守
り
方

意
識
さ
せ
る
。

○
思
考
・
判
断

ど
し
な
が
ら
や
る
気
を
促
す
よ
う
に
声
か
け
を
す
る
。

・
抑
え
技
の
学
び
合
い

・
安
全
面
に
配
慮
し
た
行
動
を
徹
底
さ
せ
る
。

○
自
分
の
め
あ
て
に
対
し
て
、
意
欲
を
も
っ
て
技
の
習
○
投
げ
技
か
ら
の
受
け
身
が
安
心
し
て
で
き
る
よ
う
に

・
抑
え
技
の
自
由
練
習

・
技
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た
パ
ネ
ル
を
使
い
、
生
徒
に
イ
メ
ー

得
し
よ
う
と
学
習
で
き
る
。

相
手
と
手
を
つ
な
い
で
か
ら
受
け
身
を
す
る
な
ど
段
階

ジ
を
持
た
せ
や
す
く
す
る
と
共
に
生
徒
同
士
の
学
び
合
い
に
役

関
心
・
意
欲
・
態
度

的
に
行
う
。

立
て
せ
る
。

○
友
達
と
協
力
し
て
安
全
に
学
び
合
お
う
と
し
て
い
る
。
○
技
能
の
低
い
生
徒
に
対
し
て
は
声
か
け
を
行
っ
た
り
、

場
の
工
夫
を
助
言
す
る
等
の
支
援
を
行
う
。

９
●
今
ま
で
練
習
し
て
き
た
技
と
受
け
身
を
発
表
す
る
と
と
・
互
い
の
発
表
を
よ
く
見
合
い
、
賞
賛
し
合
え
る
よ
う
に
す
る
。
○

関
心
・
意
欲
・
態
度

ま
と
め
る
１
０

も
に
、
柔
道
の
学
習
の
ま
と
め
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
・
授
業
全
体
の
評
価
、
反
省
を
ま
と
め
さ
せ
る
。

○
今
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
で
き
、
仲
間
と
評
価
○
発
表
し
や
す
い
雰
囲
気
を
作
る
と
と
も
に
発
表
さ

・
受
け
身
の
発
表

し
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

れ
た
技
に
対
し
て
大
き
な
賞
賛
を
送
ら
せ
る
。

・
技
の
発
表

○
技
能

○
基
本
動
作
や
受
け
身
、
抑
え
技
が
で
き
る
。
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◯
受
け
身
や
技
の
習
得
の
際
に
低
→

高
、
遅
→
速
、
易
→
難
、
固
定
→
移�

動
、
単
独
→
相
対
、
基
本
→
応
用
と
い

っ
た
段
階
的
な
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
少
し
で
も
危
険
を
取
り
除
き
不
安

を
軽
減
す
る
こ
と
で
安
心
し
て
学
習
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

◯
技
の
習
得
時
に
は
、
担
当
教
諭
と
柔

道
授
業
指
導
協
力
者
の
２
名
が
協
力

し
、
き
め
細
か
い
支
援
を
行
う
こ
と
で

よ
り
充
実
し
た
学
習
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
。

◯
柔
道
の
事
故
や
怪
我
は
、
隣
接
グ
ル

ー
プ
と
の
接
触
に
よ
る
ケ
ー
ス
も
予
想

さ
れ
る
た
め
、
指
導
場
面
に
応
じ
た
授

業
形
態
（
個
、一
斉
、ペ
ア
、ト
リ
オ
、

グ
ル
ー
プ
）
の
工
夫
を
指
導
計
画
例
に

示
す
こ
と
で
、
指
導
場
面
に
応
じ
た
ス

ペ
ー
ス
の
使
い
方
の
工
夫
を
行
う
こ
と

が
で
き
、
安
全
面
を
配
慮
し
た
指
導
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

◯
学
習
カ
ー
ド
を
活
用
し
個
々
の
め
あ

て
や
つ
ま
ず
き
を
担
当
教
諭
と
柔
道
授

業
指
導
協
力
者
で
共
有
す
る
こ
と
に
よ

り
、
個
々
の
段
階
に
応
じ
た
適
切
な
支

援
を
施
す
こ
と
が
で
き
、
技
の
上
達
や

事
故
の
防
止
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。

５

成
果
と
課
題

主
体
的
、
対
話
的
で
深
い
学
び
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
学
び
の
中
に
、
柔

道
授
業
指
導
協
力
者
に
よ
る
専
門
的
で

分
か
り
や
す
い
ア
ド
バ
イ
ス
が
加
わ
る

こ
と
で
、
更
に
学
習
が
深
ま
っ
て
い
く

様
子
が
見
ら
れ
た
。

課
題

　

全
中
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
柔
道
授

業
の
全
て
の
時
間
に
柔
道
授
業
指
導
協

力
者
を
派
遣
す
る
た
め
、
人
材
の
確
保

が
最
大
の
課
題
で
あ
る
。
今
年
度
も
群

馬
県
柔
道
連
盟
の
協
力
を
得
て
、
1�
名

の
柔
道
授
業
指
導
協
力
者
に
約
900
時
間

の
授
業
協
力
を
依
頼
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
柔
道
授
業
指
導
協
力
者
の
派
遣

の
期
間
が
重
な
ら
な
い
よ
う
、
学
校
間

で
柔
道
授
業
の
指
導
開
始
時
期
を
ず
ら

す
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
群
馬
県
柔
道
連
盟
等
と
の

連
携
を
更
に
強
め
な
が
ら
、
柔
道
授
業

指
導
協
力
者
の
増
員
を
行
う
と
と
も

に
、
よ
り
効
果
的
な
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
の
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

６

お
わ
り
に

成
果

　

１
学
年
で
10
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た

時
間
数
で
は
あ
る
が
、
担
当
教
諭
と
柔

道
授
業
指
導
協
力
者
と
の
テ
ィ
ー
ム
テ

ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
授
業
で
、
柔
道
の

特
性
や
伝
統
的
な
考
え
方
を
十
分
に
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
相
手

の
動
き
に
応
じ
た
基
本
動
作
を
身
に
付

け
る
場
面
に
お
い
て
も
、
生
徒
一
人
一

人
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
支
援
に
よ

り
、
短
時
間
で
基
本
動
作
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

基
本
的
な
固
め
技
を
用
い
た
攻
防
で

は
、
自
己
の
課
題
を
明
確
に
し
な
が
ら

　

平
成
2�
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
「
高

崎
市
中
学
校
柔
道
授
業
指
導
協
力
者
事

業
」
も
７
年
が
経
過
し
、生
徒
が
安
心
・

安
全
に
柔
道
授
業
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
て
い
る
。
柔
道
授
業
指
導
協
力
者

か
ら
も
、
生
徒
の
取
り
組
む
姿
勢
や
技

能
の
習
得
の
早
さ
に
対
し
て
感
心
す
る

声
が
上
が
っ
て
い
る
。
生
徒
も
、
初
め

て
学
習
す
る
内
容
で
あ
る
が
、
柔
道
を

通
し
て
相
手
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切

さ
に
気
付
く
と
と
も
に
、
多
く
の
技
の

習
得
や
攻
防
の
楽
し
さ
に
触
れ
、
柔
道

の
楽
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
。

　

今
後
も
地
域
人
材
の
力
を
学
校
教
育

に
取
り
入
れ
な
が
ら
本
事
業
を
継
続

し
、
柔
道
授
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。




